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聖マリアンナ医科大学病院に外傷により入院された患者さん・御家族の皆さんへ
「集中治療後症候群（PICS）外来開設に伴う受診状況の把握と受診に関連する要因の検討：単施設後ろ向き観察研究」　について
（１）研究の目的

集中治療室（ICU）で重症病態から回復した患者さんには、退室後も身体機能の低下、認知機能の障害、精神的な苦痛（不安やうつなど）が生じることがあり、これらは集中治療後症候群（PICS）と呼ばれています 。当院救命救急センターでは、これらへの対策として2026年2月より「PICS外来」を新規開設いたしました 。本研究の目的は、外来開設後の運用状況を調査し、どのような背景を持つ患者さんが受診に至っているか、あるいは受診が困難であったかを明らかにすることです 。この調査により、今後の外来運用の改善や、より良い支援体制の構築を目指します。 
本研究は聖マリアンナ医科大学生命倫理委員会（臨床試験部会）にて審議され、学長の許可を得て実施しております 。
（２）研究の方法
研究実施期間： 実施許可日から2027年3月31日
対象は、2026年1月1日から2026年3月31日までに、当院救命救急センターICUを退室された患者さんになります。研究で使用する下記のデータは、通常の診療によって得られた診療録（カルテ）のデータです。本研究は観察研究であり、患者さんに新たな検査や費用負担などの不利益が生じることはありません。各病院の電子カルテ・ICU入院患者台帳から必要な情報を抽出し、個人情報を削除してから統計解析を実施するため、患者さんのプライバシーは厳重に保護されます 。
診療録から抽出するデータ：
・  患者基本情報（年齢、性別、診断名など） 

・  入室時の重症度指標（SOFAスコア、APACHE IIスコアなど） 

・  治療経過（ICU入室日数、総在院日数、転帰先、リハビリテーションの状況など） 

・  PICS評価指標（握力、歩行能力、認知機能、精神機能、生活の質に関する質問票の結果など） 

・  外来予約および受診の有無 

（３）個人情報の保護について
この研究では登録の時に、新たに研究用の個別の番号を付し、個人が特定できないようして取扱います。個人情報と識別コードの照合表を作成し、麻酔科学教室の鍵付きの棚で厳重に保管します。
（４）研究結果の公表について
　研究結果は、医学研究雑誌や学会等で発表される予定です。

その場合も、個人を特定できる情報は一切含まれませんのでご安心ください。

※　この研究の対象となられる方で、ご自分あるいはご家族の情報を登録したくない場合は
2027年2月28日までに下記連絡先までご連絡下さい。 研究への参加を希望されない患者さんの情報は研究データとして使用することはありません。なお、申し出がなかった場合には、参加を了承していただいたものとさせていただきます。

連絡先　　聖マリアンナ医科大学病院 麻酔科学　
住　　　所 ： 〒216-8511　川崎市宮前区菅生2-16-1
電　　　話 ： 044-977-8111 （代）

研究責任者 ：   伊東　祐美　　
受付時間：　9:00~16:00 （平日のみとさせていただきます）
